
Honda は二輪・四輪のシミュレーターの開発で培った独自の技術を活かして、安全運転教育の効果を高めるためのソフ
トウェアを開発しています。また、研究団体などと連携して、時代のニーズに合った教育プログラムづくりにも取り組ん
でいます。これまでに蓄積したノウハウをもとに、安全運転教育の新たな価値を提供していきたいと考えています。

シミュレーター技術を活用した新たなソフト開発

　脳梗塞など脳血管障害となった方々は全国で約 130 万人と

言われています。そして、こうした方々の中には社会復帰後に、

クルマの運転を希望されている方がたくさんいます。しかし、

クルマの運転を再開できるかどうかの明確な基準は存在しない

ため、担当の医師や作業療法士の方々がその判断に苦慮してい

ます。そこで現在、Honda では、四輪運転者用のドライビングシ

ミュレーターの技術を活用して、リハビリ患者の方の運転可否

の判断をサポートするためのシステムの開発にチャレンジして

います。

　現在、東京都リハビリテーション病院などの協力を得て効果

検証中で、担当する医師は「患者様が回復後に運転して問題がな

いかを客観的に判断するための重要なツールとして期待してい

ます。こうしたシステムがあることで、患者様のリハビリに取り

組むモチベーション向上にもつながります」と評価しています。

このシステムによって、医師や作業療法士へ一定の判断基準を

提供し、「もう一度クルマを運転したい」と希望する患者の方を

支援していきたいと考えています。

効果的な自転車教育プログラムの開発に協力

　公益財団法人 国際交通安全学会の研究プロジェクトの１つで

ある「子どもから高齢者までの自転車利用者の心理行動特性を踏

まえた安全対策の研究」に、Honda は協力しています。このプロ

ジェクトでは、まず中学校 2 校の協力を得て、この年代に固有の

心理特性・行動特性などを明らかにし、「平成 22 年度国際交通安

全学会研究調査報告会」で発表、自転車総合対策の必要性を提唱

しました。この結果を踏まえながら、効果的な自転車教育プログ

ラムの開発を進め、教育の現場に導入していくことをめざしてい

ます。
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地区普及ブロック  所在地と担当都道府県
これまでのノウハウをもとに
先進性・独自性のある教育プログラムを提供する

栃木普及ブロック（栃木県真岡市）
TEL：0285-84-7114

浜松普及ブロック（静岡県浜松市）
TEL：053-439-2316

熊本普及ブロック（熊本県大津町）
TEL：096-293-3206

鈴鹿普及ブロック（三重県鈴鹿市）
TEL：059-370-1553

埼玉普及ブロック（埼玉県狭山市）
TEL：04-2955-5323

リハビリ患者の方の運転可否判断をサポートするためのシステムを東京
都リハビリテーション病院などで検証

公益財団法人 国際交通安全学会の研究プロジェクトの一環として、三重
県鈴鹿市内の中学校に協力を得て生徒の行動調査などを実施した

地域による主体的な交通安全教育を継続してくためには、その地域で活動している指導者の役割がたいへん重要になって
きます。地区普及ブロックは自ら教育機会を提供するだけでなく、地域の指導者を様々な形でサポートしています。

指導者がお互いのノウハウを共有できる場を提供

　地区普及ブロックでは地域の指導者に、Honda の交通安全教育プ

ログラムや教材を提供し、その活用方法をお伝えしています。さら

に、こうした Honda の交通安全教育に共感していただいている地

域の指導者が情報交換できる機会を設けています。

　今年 3 月には三重県、滋賀県、兵庫県、岡山県、8 月には熊本県

と宮崎県の指導者による情報交換会を開催しました。この情報交

換会では、指導者に子どもや高齢者を対象にした指導の実演をし

ていただき、お互いが持っているノウハウを共有できるようにし

ています。参加者からは「自分の担当する地区以外の指導方法は、

なかなか知ることができなかったので、良い機会になった」「定期

的にこうした機会をつくってほしい」という声をいただいていま

す。今後も、このような取り組みを他の地域でも展開していきたい

と考えています。

Honda のノウハウを活用した交通安全教育を実施したいという自治体、
警察、団体の方は最寄りの地区普及ブロックにお問い合わせください。

三重県鈴鹿市で開催された「東海・近畿・中国地区情報交換会」（鈴鹿普及ブロック）

「熊本県交通安全教育講習員・宮崎県交通安全指導員情報交換会」（熊本普及ブロック）

■ 安全運転普及活動拠点

地域の交通安全活動をあらゆる面から牽引

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/area/



交通教育センター

センター数 7

指導者数 97 名

四輪研修車両 266 台

二輪研修車両 502 台

自動車教習所（Hondaグループ）

教習所数 2

指導者数 138 名

四輪教習車両 140 台

二輪教習車両 109 台
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■ 交通教育センター ＋ 販売店での活動
● 交通教育センターでの活動
● 販売店での活動
★ 啓発活動

●ネパール

静岡

埼玉

栃木

熊本

福岡
三重

	アクティブセーフティトレーニングパークもてぎ	
 （活動開始：1997 年）TEL.0285-64-0100

	交通教育センターレインボー埼玉	
 （活動開始：1980 年）TEL.049-297-4111

	交通教育センターレインボー和光	
 （活動開始：1997 年）TEL.048-461-1101 

	交通教育センターレインボー浜名湖	
 （活動開始：2002 年）TEL.053-527-1131

	鈴鹿サーキット交通教育センター	
 （活動開始：1964 年）TEL.059-378-0387

	交通教育センターレインボー福岡	
 （活動開始：1973 年）TEL.092-963-1421

	交通教育センターレインボー熊本	
 （活動開始：1989 年）TEL.096-293-1370

HMS（Honda モーターサイクリスト・スクール）

HMS は、車両の取り回しや運転
姿勢、ライディングの基本である

「走る・曲がる・止まる」を身につけ
ていただく参加体験型のスクー
ルです。専門のインストラクター
が安全運転のポイントをアドバ
イスし、運転技術とともに安全意
識を高めることができます。

ベトナム

Honda Vietnamでは、販売店や交通教育センターでの運転者教育
の他、主要都市の小学校の先生を対象に、子ども向け教育プログラム
の指導者養成を展開。交通安全の輪が広がっています。

ライディングトレーナー
を活用した、販売店での
お客様向け二輪安全講
習会の様子

学校教諭向け研修会の
様子

インド

Honda Motorcycle & Scooter Indiaでは、販売店のインストラクタ
ーが中心となり、様々な会場で小学生から一般ライダーまでを対象に
交通安全教育を展開しています。

子ども向け交通安全教
室の様子

学生向けの二輪実技講
習会の様子

親子でバイクを楽しむ会

バイクに乗る体験を親子で共有
することで、親子の絆を深めてい
ただくためのスクールです。お父
さん、お母さんが先生になって、バ
イクの操作方法や楽しさ、交通ル
ールやマナーの大切さをお子様
に伝えます。ご家族のコミュニケ
ーションづくりにも最適です。

企業向け安全運転研修

各企業の実情に合わせた交通安
全教育を提供しています。これま
でに 1500 社を超える企業様の
交通安全対策をサポートしてい
ます。安全運転研修に参加された
企業様は、その後の実績や調査
から、事故の減少効果が確かめ
られています。

海外でのお客様や地域社会へ交通安全を伝える活動は、Honda の現地法人・関係拠点が主体となって展開し、
世界 36 カ国で活動しています。（日本を除く）

HDS（Hondaドライビング・スクール）

HDS は、日頃の安全運転に役立
つ知識や技術を身につけていた
だく参加体験型のスクールです。
運転に自信がない方には基本か
ら丁寧にアドバイス。もっと運転
を楽しみたい方も、Honda の先
進設備で危険を安全に体験する
運転トレーニングが行えます。

※各国の実情に合わせて活動を展開。　

活動事例交通教育センターが提供する安全運転教育プログラム

海外拠点交通教育センター

■ 安全運転普及活動拠点

Honda の交通教育センターでは、社内外の指導者養成や、企業、学校、個人のお客様を中心に安全運転教育を行っています。個人のお客様向け
には、クルマやバイクの魅力を実感いただきながら、楽しく安全運転の知識を身につけていただける様々なコースを用意しています。

海外では、販売店でのお客様への安全啓発や、交通教育センターでの実践教育、地域の方々を対象とした生涯教育など、政府や関係団体と連携
しながら各国の交通事情に即した活動が様々な形で展開されています。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/center/
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